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英国酪農乳業現地調査の概要 
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/ Dairy UK 
Address：93 Baker Street London W1U 6QQ 
Tel：+44 20 7486 7244 
HP：http://www.dairyUK.org 

Mansel Raymond's  
Home Farm 
Address：Jordanston Hall, Letterston, 
Haversfordwest, Pembrokeshire, SA62 5UL 
Mail：raymond.jordanston@virgin.net 

Christopher James's  
Home Farm 
Address：Pembrokeshire, SA71 5DQ 
Tel：+44 164 666 1244 
Mail：stackpole@btopenworld.com 

AHDB 
Address：Stoneleigh Park, Kenilworth,  
Warwickshire, CV8 2TL 
Tel：+44 247 669 2051  
HP：http://dairy.ahdb.org.uk/ 

DairyCo 
DairyCo is a division of the AHDB. 

NFU 
Address：Stoneleigh Park, Stoneleigh, 
Warwickshire CV8 2TZ 
Tel：+44 024 7685 4444 
HP：http://www.nfuonline.com/home/ 

Tesco Dairy Centre 
of Excellence 
Address：University of Liverpool,  
Wood Park Farm, Neston, Cheshire, CH64 7TB 
HP：https://www.liverpool.ac.uk/ 
veterinary-science/workingwithbusiness/ 
project-examples/ 
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Supermarket 

日程と調査先 ２０１６年１０月１０～１３日 

https://www.liverpool.ac.uk/
https://www.liverpool.ac.uk/


3 

主な調査テーマ 

■ＭＭＢ解体以降の構造変化と課題解決のプロセス 

■酪農生産基盤強化のための取り組みの全体像 

■主要産地の酪農生産の動向と代表的な農場経営 

■主要な食品小売りチャネルの実態と消費動向 

■酪農乳業(取引･流通･消費動向等)の現状・課題 

■生乳取引に係る最近の制度改革と新たな取り組み等 



英国酪農乳業の現状 
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●年間１千４百万トンの生乳生産量。 
●約1万4千戸の酪農生産者。 
●ＧＢの生乳生産は､牧草生産条件の良
い西部に集中。 
（近年西部への移行が続いている） 
 

英国酪農の概況 
 

Source: ＡＨＤＢ、DEFRA 
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酪農生産者及び生乳生産量の推移 
 

Ｋｌ 
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生乳の用途別仕向け量の推移（単位：Kl) 
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乳用牛頭数と1頭当たり産乳量の推移 
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乳用牛飼養規模別の酪農経営の分布 
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酪農経営の乳用牛飼養規模の状況 
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生乳の農家庭先価格の推移（単位：PPL) 
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DAIRY HERD
PRODUCTION

14,649 TOTAL COWS MILK FED TO STOCK / 
PRODUCTION WASTE ON-FARM

BEEF HERD 14,656 122
PRODUCTION

7
14,534      

RAW MILK AVAILABLE FOR
IMPORTS HUMAN CONSUMPTION

139 14,673

DIRECT SALES CONSUMED ON DELIVERED TO RAW MILK
FARM DAIRIES EXPORTS

110 23 14,055 486

FOR LIQUID DAIRY WASTAGE
70 CONSUMPTION 6,958 AND STOCK CHANGE

7,051 118

USED IN
39 MANUFACTURE 6,979

7,018

生乳の生産と流通 （2014）単位：kl 

Source: DEFRA 
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生乳の仕向け用途（乳業工場 2015/16) 

Milk Used for 
Liquid  
6,811 
47% 

Butter 
325 
2% 

Cheese 
4,180 
29% 

Condensed Milk  
252 
2% 

Milk Powders 
1,605 
11% 

Cream 
188 
1% 

Yogurt 
320 
2% 

Other 
658 
5% 

Wastage 
197 
1% 

Utilisation of milk by UK dairies 2015/16 (m litres) 

14,535 
ｋｌ 

Source: DEFRA 
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小売り市場での飲用牛乳などのシェア 

液状（飲用）乳 

チーズ 

メーカーブランド 

ストアブランド 

宅配 
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ミルク・サプライチェーン 

6％ 

57％ 
Producers 

100% 

Producer 
 Co-ops 

43% 

The organisation (either co-op or dairy) with the contract 
with the producer is called the purchaser 

酪農家 乳業者 

Retailers  
70% 

 

顧客 

UK 
 

EU 
 
Non-EU 
 
Livestock 

消費者 
Doorstep 3% 

Exports 11% 

Wholesalers 
Food processors 
Catering  16％ 

Co-op 
 Processing 

37% 

Private  
Dairies 

63% 

 
Producer 

 Organisations 
10%  
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 2012/2013 生産者戸数 

生産者     
平均規模 

生乳購入 
総量 

購入方法の割合 直接契約中の   
小売提携契約   

の割合 
千㌧ 千㌧ 

直接契約 仲介購入 

Arla Foods 3,200  1.0  3,500  90% 10% 26% 

Caledonian 
cheese 180  1.5  313  80% 20% - 

Dairy Crest 1,270  1.3  2,100  79% 21% 25% 

First Milk 1,800  0.8  1,450  100% 0% 3% 

Glanbia Cheese 200  1.2  255  90% 10% - 

Meadow Foods 535  0.9  650  77% 23% - 

Müller UK/ 
Müller Wiseman 

Dairies 
1,234  1.3  2,000  70% 30% 55% 

  Source:Guide to Milk Buyers (AHDG DairyCo) 

Align（小売り提携）契約の概要 
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乳業会社の規模別分布（2012） 

  

          

  

乳業（生乳処理）会社数 
 

年間生乳利用量 
 

Size Band 
 ('000 tonnes per year) Number % of Total Thousand 

Tonnes % of Total 

5 and under 339 85% 133 1% 
Over 5 - 20 16 4% 202 2% 
Over 20 - 50 11 3% 362 3% 
Over 50 - 100 12 3% 839 6% 
Over 100 - 300 14 4% 2,518 19% 
Over 300 8 2% 9,189 69% 
          
Total 400 100 13243 100 

Source: DEFRA 

生乳利用の規模別分布 
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乳業会社の規模別分布（2012） 

          

    
          

  
乳業（生乳処理）会社数 年間生乳利用量 

Size Band  
(tonnes per year) Number % of Total Thousand 

Tonnes % of Total 

1,000 and under 216 80% 43 1% 
Over 1,000 - 10,000 29 11% 72 1% 
Over 10,000 - 30,000 7 3% 113 2% 
Over 30,000 - 100,000 8 3% 467 7% 
Over 100,000  9 3% 6,015 90% 
          
Total 269 100 6711 100 

Source: DEFRA 

液状乳（飲用牛乳）生産量の
規模別分布 



19 

乳業会社の規模別分布（2012） 

  

          

  

乳業（生乳処理）会社数 
 

年間生乳利用量 
 

Size Band 
 (tonnes per year) Number % of Total Thousand 

Tonnes % of Total 

100 and under 115 72% 1 0% 
Over 100 - 1,000 15 9% 4 1% 
Over 1,000 - 4,000 12 8% 23 6% 
Over 4,000 - 10,000 6 4% 38 10% 
Over 10,000 11 0 311 1 
          
Total 159 100 378 100 

Source: DEFRA 

チーズ生産量の規模別分布 



ＭＭＢ解体以降の構造変化 
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MMB 解体 1994 

ＭＭＢ解体前後の乳価の変化 

Source: DairyUK 
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ＣＪＤ 

ＢＳＥ ＭＭ 

ＣＪＤ：変異型クロイツフェルト・ヤコブ病 
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賛成論 
  ・産業の効率化を強く誘引 

  ・酪農生産者を市場志向に導く 

  ・サプライチェーンにおける望ましいコミュニケーションが生まれる 
 

否定論 
  ・新しい枠組みの持つ意味に対しての無知（非現実的な期待） 

  ・生産者がコモディテイ市場の価格不安定にさらされる 

  ・対立や抗議文化が誕生した 

  ・業界収益が顧客(小売業)に吸収される 

ＭＭＢ解体（規制緩和）の賛否両論 
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ＭＭＢ解体（規制緩和）の教訓と課題 

・ＭＭＢの課題（ＭＭＢがもたらしていた状況） 
   －イノベーションに欠ける技術的に非効率な産業 
   －市場力学に対しての無理解 

・ＭＭＢ解体は生産者に対して､国際市場からの価格圧力に適応し
なければいけないという負荷を課す 
   －改革による経済的意味を理解することが必要不可欠 

・上手くいっていない生産者は強い不満を感じる 
   －生産者乳価は不安定 
   －乳業者と小売業の利幅は安定的 

・業界全体が非常に政略的（疑心暗鬼）になる 

・規模の経済を実現するための迅速な経営合理化が不可欠 
   －但し、規模重視の酪農生産方式が消費者に受容されない  

可能性もある 
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ＭＭＢ解体の酪農乳業への構造的影響 

■価格の不安定さが増大した 

  －根本的な価格リスクの負荷は酪農生産者に 
   降りかかる 

  （何故ならば生産者は差別化できないコモディテイ  
   を販売しているから） 
 

■消費者は生乳（特に国産の酪農製品）が将来も十分
に供給されるかを心配した 
 

■これらの結果､小売業と提携した垂直型の 
  サプライチェーン（Align Contract）が誕生した 
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・英国の酪農生産者の大部分は国際的なコモディテイ市場
の基本的傾向にさらされている 

・価格リスクのサプライチェーン上での適正配分は第三者
（消費者や銀行）の協力によってのみ実現する 

・英国の酪農生産者は一般的にコスト効率が良い 

・業界構造の変化は、期待された酪農経営の構造変化に  
明確な影響を及ぼしていない 

・生産規模（拡大）への中期的な規定要因は英国ポンドの 
価値である 

現状への評価（結論） 
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ＭＭＢ解体（1994年）以降の生乳流通や酪農製品市場の 
多様な変化を経験する中で、 

現在、ＭＭＢについてどのように総括し評価しているのか？ 
 

 
DairyUK （英国を代表する乳業団体） 政策部長 ピーター・ドーソン氏 

  ＭＭＢ解体は、一部の酪農家による不満が一つの動機。 
  用途別乳価から単一乳価となった生乳価格は、国際市場などの影
響を強く受けるようになり、一時３割以上急落。その後も短期間に大き
な変動を繰り返して、ミルクサプライチェーンは不安定に。 

  政府は「競争を促し酪農と乳業の体質を強化する」ことを目指したが、
多くの英国の乳業者は外国資本の乳業者に市場を明け渡したし、酪
農生産の効率化はそれまでも想定した範囲。  

  ＭＭＢ解体による効果は産まれていない。 
  そうした経験を踏まえると、現在でもＭＭＢが望ましい仕組み。  

ＭＭＢと現状への評価（参考） 
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酪農家（ヨーロッパ農業者連盟酪農委員長）マンセル・レイモンド氏 
 （ウェールズ・ペンブロークシャーで620頭の搾乳牛飼養、農地1500ヘクタール。） 

 ＭＭＢ解体以降、国際市場との連動が強まり酪農は極めて不安定に。 
 比較的安定している飲用市場への出荷志向が強まり小売業からの影響
を強く受けるようになった。結果的には、酪農家も乳業も市場からの強い
支配を受け産業の体質が弱体化。 
当時、英国の若い酪農家は、新しい変化に対して希望を抱いたが、結果
的には、小売業の強い影響を受ける構造になった。 

 

酪農家（農家民宿も経営）ドナルド・タイソン氏 
（イングランド・チェスター近郊で300頭の搾乳牛を飼養、農地200ヘクタール。） 

 約20年間の経験を踏まえると、ＭＭＢは安定したシステムで、可能な
ら今からでも戻すべき。 
酪農は他に比較して変化への弾力的対応に限界。 
経営革新を行いたいが、その効果を出すには３年以上はかかる。 
現状のように乳価が変動し生乳の買い手が不安定な状況では、投資

のための融資も受けられない。 
「変化に極めて弱いという酪農生産や生乳流通に特有の構造的課題」に対処できな

くなる。 

ＭＭＢと現状への評価（参考） 
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ご清聴ありがとうございました。 
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